武道の競技化及び教材化過程に関する研究 by 長尾,進
50 人文科学研究所年報No．40
武道の競技化及び教材化過程に関する研究
長尾　　進
The　Process　of　the　Adoption　for　the　Subject　of　the
Martia1　Art　Game
Susumu　NAGAO
　武道（武術）各種目は，各流祖が戦闘の経験から案出
した「形」とよばれる技術モデルを中核として発展して
きたが，近世中期には形骸化を招き，その反面から槍術
・剣術を中心に用具が工夫・改良され，武術の実戦性を
回復しようとする努力がなされた（試合の発生）。しか
しこの工夫も，実戦性よりもむしろ競技性を高める結果
となり，剣術などは幕末期には競技的技術（試合技術）
が一人歩きをするようになった。一方で武術は，防具の
着用によって安全性を確保しつつ，遠慮のない打突を可
能にしたことが，体錬的・修養的意味あいにおいて評価
され，近世後期には各藩において家士教育の教材として
採用されるようになった。
　その背景には，寛政期における松平定信による武芸奨
励政策があってのではないかと指摘されてはいたが，定
信の著作における武術に関する記述が旧来型の形稽古を
さすのか，あるいは試合武術をさすのかこれまで明確で
をよなカ、った。
　本研究では，とくに上記の観点から，定信の武芸奨励
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政策を示した史料の調査を中心に進めてきたが，最近に
なって白河市立図書館蔵『白川侯伝心録』を閲覧するこ
とができた。同史料は，定信が任地である白河を治める
にあたって，家士・領民に対し，その心得やあるべき姿
などを説いたものである。そのなかで武術についても，
武士としてこれに励むことの必要性が説かれており，試
合武術を念頭に書かれたと思われる部分もある。とくに
「採，小姓共当番之節，我等用無レ之候ババ，次に木馬・
巻藁，其外竹刀・しなへ等も有レ之候間，勝手次第に当
番中稽古可レ致。尤，相番には流義違も有レ之，遠慮可レ
致筋も可レ有候得共，是は流義をどふのこふのと申訳は
無．之，何流にても一理にて，たとへ流義々々にて秘し
候太刀筋・位・勢等有レ之にも致せ，皆住人の為に修業
に候へば，一中略一，流義はいらぬ事に候」という部分
に注目している。
　ここにはまず，旧来の木刀による形稽古ではなく「竹
刀・しなへ」を用いての稽古が，（天明期頃の）白河藩
では一般的に行われていたことがあらわれており，ま
た，「流儀違いの老とでも，お互いの秘事などにとらわ
れず，主君のために切磋琢磨すべきである」としている
が，これは「藩内他流試合」の勧めである。これらから
すると定信は，真に有用な人材育成の手段として，既成
武術・流派の枠を超えて，試合武術も視野に入れた武術
修業を奨励したことがみてとれる。
